
令和４年度 県立山形西高等学校 学校評価書（自己評価・学校関係者評価） 

１ スクール・ミッション 

 県内有数の歴史と伝統の中で培われてきた「嚶鳴精神」のもと、高い理想を持った仲間と切磋琢磨する生徒会活動や地域・大学等と連携し

た探究型学習など、一人ひとりの個性と主体性を大切にした教育活動を通して、他者への思いやりと社会に貢献する志を持ち、郷土愛に満ち

あふれた、国内外で活躍できるグローカルな人材を育成します。 

２ 学校の教育目標 

本校は「嚶鳴精神」を基本的な信条としながら、次の目標を掲げて教育にあたる。 

１．真理を愛し、正しく判断する知性を養う。         －知性を育てる－ 

２．自律的に思考し、責任をもって行動する態度を身につける。 －徳性を育てる－ 

３．明るく清純な資質と、創造力ゆたかな個性を伸ばす。    －個性を育てる－ 

４．健康なからだと、やさしく思いやりのあるこころを育てる。 －体と心を育てる－ 

３ 本年度の重点目標 

西高の志教育 思いやりと高い志を持ち、郷土愛にあふれた西高生を育てる 

○恕の教育：あらゆる人の価値を尊重し、他者の立場で考えることができる心豊かな生徒 

○志の教育：主体的に自分の生き方を追求し、持続可能な社会を創造する生徒 

○郷土愛を育む教育：世界のどこにいても郷土山形に誇りを持つ生徒 

４ 前年度の成果と課題 

(1) 成果 

１ コロナ感染防止対策を入念に行って、各行事、ＰＴＡ評議員会、雪かきボランティアを実施できた。 

２ コロナ感染拡大による臨時休校・自宅待機期間であっても、オンライン授業を計画的に実施し授業時数を確保できた。 

３ 「デザイン思考」「観点別評価」「Google for Education」「授業改善」の４回の職員研修会を実施した。 

４ 校友会においてルールメイキングプロジェクトを立ち上げ、スラックス導入につなげる活動ができた。 

５ 西高リケジョ・プロジェクトとして実施した山形大理学部訪問及び東北大研究室オンライン交流、高大連携として実施した東北大出張講義

は生徒にとってよい刺激となった。 

(2) 課題 

１ 社会に求められる資質・能力を身に付けるための「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

２ 生徒自らが学習するような環境づくりと進学校としての組織的な進路指導導体制の構築 

３ 生徒１人１台端末活用に対応するＩＣＴ活用能力の向上と効果的な授業展開のための研修 

４ コロナ下における生徒の社会体験、ボランティア活動及びＰＴＡ活動の在り方の検討 
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評価基準 Ａ 達成できた Ｂ ほぼ達成できた Ｃ あまり達成できなかった Ｄ 達成できなかった 

領域 重 点 目 標 評価項目・評価指標 
自己 
評価 

今年度の成果と課題 次年度への改善点 
学校関係
者評価 

学校関係者評価委員の
意見・要望 

１ 

地
域
に
開
か
れ
た
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
る 

 (1)学校の取り組みや生徒
の活動を広く発信する。 

・HP を積極的に更新して、生
徒の校内外の諸活動を広く
地域に発信する。 
・PTA 活動や各種活動の出
席率を 70％以上にする。 

Ｂ 

・各課、各部のご協力のもとタイムリ
ーな情報発信ができた。 
・全体での出席率は 54%、早朝交通
安全指導は 90％だった。 

・継続的に学校 PRのための情報
を発信したい。 
・PTA 総会をオンラインで配信し
たり早朝交通安全指導を見直し
たりする。 

Ｂ 

・課題研究成果発表会

等にぜひ積極的に参

加させてほしい。 

・今年度締結された山

形大学との連携協定

を生かして、理学部

や工学部への訪問を

推進していってほし

い。 

 

(2)高等教育機関や地域社
会等と連携・協働した学
びを展開する。 

・東北芸術工科大学との連携
協定を活用し探究的な学び
を実施する。 
・西高理系プロジェクトを継続
し、理型生徒の進路選択を
支援する。 

・生徒向け、職員向けの研修会やワ
ークショップの開催、探究テーマの
オンライン相談会、発表会での助
言等活用した。 
・山形大学理学部、東北大学理系学
部と連携して実施し、生徒の評価も
高かった。 

・各年次の要望等も踏まえ、引き
続き協定を活用する。 
・次年度も継続実施を検討した
い。山形大学工学部への訪問
について日程の調整を早めに
行う。 

(3)生徒・保護者等及び学
校評議員等による適切
な評価等を基に、学校の
取り組みについて積極
的に検証と改善を図り、
新しい時代に対応した学
校づくりに努める。 

・新学習指導要領に基づい
た育成したい生徒像を明確
にし、学校全体で指導にあ
たる。 
・学校評議員会を年２回開催
する。 

・学校全体で重点目標に向かうため
に、目標、評価の様式を分掌、年
次で統一できた。 
・６月と２月に学校評議員会を開催
し、意見交流できた。 

・評価を次年度の計画に活かす
サイクルを確立する必要があ
る。 
・学校評議員会は感染症対策を
万全に講じた上で開催してい
く。 

２ 

授
業
改
善
と
確
か
な
学
力
の
育
成
に
努
め
、
本
校
教
育
の
質

的
向
上
を
図
る 

教
育
の
質
的
向
上
を
図
る
。 

 (1)本校教育の基本は質の
高い授業の実践である。
あらゆる機会を捉えて授
業改善と教材の精選に
努め、確かな学力を育成
する。 

・年間を通じ、学習評価を念
頭に、主体的・対話的な授
業の実践に努める。 
・山形大学の協力を得て授業
改善に向けた校内研修会を
実施する。 

Ｂ 

・３観点の評価に関しては、さらに情
報を共有しながら進める。 
・講師を招き、授業参観WEEK とリン
クさせ職員研修会を実施した。授
業改善に向け様々な情報を職員間
で共有できた。 

・評価方法に関しては、教科を超
えて情報の共有を行い、授業
改善とセットで考える。 
・次年度も授業参観 WEEK、職
員研修会を実施したい。 

B 

・生徒のやる気や家庭

学習については、新

しいことにチャレンジ

したり自分から課題を

見つけたりするために

時間を見つけることが

必要なので、先生方

の取組を評価したい。 

・55分から 50分になっ

ての５分は違いがある

と思うので今後研究を

進めてほしい。 

・ICT 環境が整備され

てきて、今後どのよう

に使っていくかがカギ

だと思う。中学校から

タブレット PCを使って

きた生徒にどう積み上

げるかがポイントのよ

うに思う。 

(2)教科会を通して本校の
教科指導のあり方を実践
的に研究する。 

・授業における ICT等の活用
を進め、生徒にわかる授業
の実践に努める。 
・実践を共有し全体で指導に
あたる体制を目指す。 

・プロジェクターの使用にとどまって
いる。 
・一人一台 PC を用いた授業での活
動はまだ少く、体系的な指導には
至っていない。 

・教科を超えて ICT の活用の情
報を共有し、できる活動から
ICT化を進める。 
・より体系的・効率的な指導を研
究する。 

(3)本や新聞に親しむことを
通して、幅の広い学力教
養と豊かな人格の形成
に努める。 

・年間一人 10 冊以上の読書
を奨励する 
・社会問題に関心を持ち、学
習と結びつける姿勢を育て
る。 

・どの年次も朝・休憩時間等に読書
をしている生徒が見られる。貸出状
況は１年次 6.5冊、２年次 1.5冊、３
年次 3.6冊だった。 
・授業、総合探究、小論文において
活用されている。 

・１年次の読書習慣の定着が期
待される。２年次は３学期に読
書の啓発活動を行う。 
・社会問題に目を向ける上で新
聞の活用を引き続き呼びかけ
る。 

(4)学習と行事・部活動等と
の速やかな切り替え指導
は、学力向上の重要な
柱である。そのために年
次と教科担当者、部顧問
との連携を図る。 

・学習と部活動の両立を促
し、生徒自ら時間管理を意
識できるように促す。 
・部活動と学習の両立を図
り、部活動に完全燃焼させ
る。 

・西高ダイアリーは使用しているが、
時間管理に課題が残る。 
・部活動でインターハイ、全国大会
に駒を進め、引退後はそれぞれの
目標に向けて勉強に励んでいる。 

・時間管理の重要性と西高ダイ
アリーの活用について機会を捉
えて説明する。 
・生徒それぞれの志望達成に向
けてサポートしていく。 
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領域 重 点 目 標 評価項目・評価指標 
自己 

評価 
今年度の成果と課題 次年度への改善点 

学校関係

者評価 

学校関係者評価委員の 

意見・要望 

３ 

本
校
に
対
す
る
社
会
的
な
期
待
と
信
頼
に
応
え
、
伝
統
あ
る
県
内
有
数
の
進
学
校
と
し
て

進
路
指
導
の
充
実
を
図
る 

 (1)時代の変化を的確に捉

え、一人一人の人生を豊

かにする学力とともに持

続可能な社会の創造に

寄与する人材を育成す

る。 

・最新のセミナーや研究会な

どを紹介し、１・２年次生の

参加を促す。 

Ｂ 

・セミナー等の案内を紹介し参加を

促すことができた。 

・山大大学院の「学びのフォーラ

ム」に進路決定者を参加させた

い。 

Ｂ 

・これだけ情報があふ

れ自由に手に入れら

れる時代ではあるが、

他県と比べて必要な

情報は県内全体も含

め実は得られていな

いのではないかと感じ

ているので、生徒にと

って有用な情報を提

供していってほしい。 

(2)進路講演会や教養講演

会など人生について学

ぶ機会を積極的に提供

し、自分を知り、未来の

社会と自らの生き方を考

えるキャリア教育の授実

を進める。 

・生徒向けの進路講演会に

ついて 70％以上の高評価

を得る。 

・教養講演会を通して、8 割

以上の生徒が内容に満足

するよう設定する。 

・適時の進路情報を得る講演会を実

施し、高評価であった。 

・生徒の評価は、大変満足・満足が

96％と非常に高かった。また欠席

者・保護者にもオンライン配信を行

った。 

・講演会の振り返り等のフィード

バックの即応性を大切にし、効

果をより高めたい。 

・教養講演会はＰＴＡ事業として

実施する。 

(3)年間計画に基づいた校

内模試や外部模試等の

意義と活用の指導を徹

底するとともに、その結

果について適切な分析と

対策に努め、学力の向

上を図る。 

・模試に向けて、準備⇒自己

採点⇒振り返りのサイクルを

確立させ、中期目標シート

に模試のＣＡＰを記入させ

る。サイクルを確立できてい

ない生徒への適切な助言を

行う。 

・模試の出題内容だけでなく、生徒

たちの受験意識についても振り返

らせることができた。 

・１年次では中期目標シートを利用し

てＣＡＰを実行させることができた。 

・生徒の振り返りを教員間(教科

間も含む）で共有し、授業等に

活かしていく。 

・もう少し教科と協力して計画的

に準備を進める。 

(4)先進校視察や授業力向

上教育研究セミナー等

に参加し、進路指導や生

徒指導、授業力の一層

の向上を図る。 

・オンラインを含む視察やセミ

ナーに参加し共有すべき情

報を提供する。 

・積極的にオンラインを含め研修に

参加し、授業力の向上を図るととも

に、情報の共有化も良好であった。 

・ICT を活用したオンライン研修

については活用を図っていく。 

(5)地元大学への進学を促

進するとともに、難関大

学に向かうチャレンジ精

神と発展的学力を育成

する。 

・医学部医学科や難関大に

チャレンジできる生徒を全

生徒の 15％程度育成する。 

・年次における難関大対策への意思

統一が十分ではなかった。 

・県教委の事業や「嚶鳴合格プロジ

ェクト」を利用して意識づけと学力

向上を図ることができた。 

・他年次や他校の実践に学び、

具体的な対策を取る。 

・「嚶鳴合格プロジェクト」により、

上位層を伸ばしチャレンジ精神

を育てる。 
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領域 重 点 目 標 評価項目・評価指標 
自己 

評価 
今年度の成果と課題 次年度への改善点 

学校関係

者評価 

学校関係者評価委員の 

意見・要望 

４ 

豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成
す
る 

(1)在学時に成年になること

を踏まえ、保護者等と連

携・協力し、挨拶や清

掃、マナーや情報モラル

等の生活指導の充実を

図り、笑顔と知性が輝

き、自律性豊かな西高生

を育成する。 

・状況を的確に判断し、TPO

を踏まえて行動できる判断

力と行動力を涵養する。 

・進路指導や学習指導に資

する基本的な生活習慣を確

立させる。 

Ｂ 

・基本的な生活態度は身についてい

ると思われるが、挨拶や清掃等、も

っと元気に積極性をもって取り組め

ればなおよい。 

・生徒の下校時刻が 30分繰り上がっ

たものの、その時間を有効に活用

できていないケースもまだ見受けら

れる。 

・進んで自分から元気よく挨拶で

きる生徒を育てていきたい。 

・進路・教務・生徒課が連携しな

がら、生徒が時間を有効に活用

するために、指導方法や内容を

検討する。 

Ｂ 

・除雪ボランティアにつ

いて、今年度は小雪

のため今のところ実施

はしていないが、今後

もよろしくお願いした

い。また、今年２年ぶ

りに開催した「あいら

ぶ末広  楽市楽茶」

に、書道パフォーマン

スの参加いただいた。

今後も参加していた

だきたい。 

・中学生にとってオー

プンスクールが対面

だったのはよかった。

実行委員は自分の学

校という思いが強くな

ったと思う。 

 

(2)校友会活動、学校行

事、部活動、ボランティア

活動等を通して、豊かな

人間性と社会性、コミュ

ニケーション力の育成に

努める。 

 

・校友会活動を中心に、生徒

の主体的・協働的な活動を

支援する。 

・校外の団体と協力しながら、

生徒たちが意欲的に地域の

ために貢献できる活動の場

を増やしていく。 

・コロナ禍で昨年に引き続き規模の

縮小を余儀なくされたが、生徒たち

は工夫を凝らしてそれぞれを成功

に導いた。 

・被災地ボランティアは今年も実現

できなかったが、雪かきボランティ

アは山形市社会福祉協議会と連携

を取りながら実施する。 

・来年はもっと早めに計画立案

し、もう少し余裕をもって取り組

めるように活動を支援したい。 

・ボランティア活動に向けて今後

関係各所と打ち合わせていく。 

(3)不登校や不適応につい

て適切な対策を講じると

ともに特別支援教育の充

実を図る。 

・個々の不登校生徒の状況

を把握し、予防的対策に努

める。 

・ユニバーサルデザインの視

点を取り入れた指導を行う。 

・多様な生徒に対して、専任・年次で

連携し、また、SC や医療機関との

連携を図りながら対応を実施した。 

・8月・11月は生徒向け講話、4月・7

月は職員研修、6 月・7 月は保護者

向け研講話を実施した。今年度は

保護者、職員対象の研修に力を入

れた。 

・生徒の心理検査の分析支援

や、保健室利用状況について

の情報提供を今後も継続すると

ともに、生徒への対応の仕方、

生徒理解について学ぶ機会を

作る。 

・研修は継続が大切であるため

次年度以降も実施する。 

(4)「学校いじめ防止基本方

針」に基づき、いじめの

未然防止に努める。 

 

・いじめの根絶を図る。 

・ＳＮＳに関わるトラブルを回

避できるスキルを涵養する 

・いじめとまではいかないが、アンケ

ートにはいくつか記載があったた

め、各年次を中心に対応した。 

・警察からの講話で SNS に関する内

容を取り上げてもらい、生徒への意

識の高揚を図った。 

・年次集会や校友会だよりなど

で、いじめの根絶を呼びかける

とともに、担任面談等をこまめに

行うことで生徒の状況把握に務

める。 
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領域 重 点 目 標 評価項目・評価指標 
自己 

評価 
今年度の成果と課題 次年度への改善点 

学校関係

者評価 

学校関係者評価委員の 

意見・要望 

５ 

生
徒
・
教
職
員
の
心
身
の
健
康
と
安
全
教
育
・
防
災
教
育
を
推
進
す
る 

(1)「いのち」の教育を推進

する。 

・県の指針に則り、自分の「い

のち」を守り、他人の「いの

ち」を尊重できる生徒を育て

る。 

Ｂ 

・全体で話をする機会は取れなかっ

たが、悩み相談窓口等を生徒に通

知した。 

・個人面談など生徒と話す機会

を意識的に設け、生徒が安心し

て気持ちを話せる環境づくりを

行う。 

Ｂ 

・この３年間で ICTが進

んだりトイレが洋式化

されたりと時代に合っ

た活動がなされてい

ると感じている。 

・「さくら連絡網」による

連絡はスクロールでき

るので見やすい。細

かな情報でも構わな

いので情報を送って

ほしい。 

・同窓会の先輩で今活

躍されている方々を

知ることで身近に感

じ、進路は広がるよう

に思う。 

(2)さまざまな災害に備えた

防災教育の充実を図る。 

・災害に備え、年２回避難訓

練を実施する。 

・春季はオンラインで実施、秋季はコ

ロナ対策をしつつ、避難経路の確

認とグラウンドへの避難ができた。 

・Ｊアラート発信時の訓練も実施でき

た。 

・年度初めに避難経路を図示し

確認する。 

・予測できない災害に対する対

処の仕方について訓練を行っ

ていく。 

(3)交通安全の意識を高

め、生徒・教職員ともに

交通事故の絶無に努め

る。 

・交通事故発生件数０を目指

す。 

・今年度も数件の自転車が絡む交通

事故が起こってしまった。こちらの

不注意というだけでなく、気をつけ

ていながらの事故も多かった。 

・交通安全講話や登校指導を通

して、継続的に交通安全意識を

涵養していく。 

(4)不審者から生徒を守るた

めに防犯教育と施設の

整備充実に努める。警察

や家庭と連携し、適切な

情報の共有を行う。 

・不審者対策を徹底し、もしも

の場合も身の安全を第一に

図れるようにする。 

・例年何件か寄せられる不審者事案

は、今年はゼロである。 

・不登校生徒の情報共有をさら

に図り、個々の状況に対応して

いく。また予防にも努める。 

(5)学校における働き方改

革を推進する。また、教

育公務員として綱紀の保

持、社会人・家庭人とし

てのライフ・ワーク・バラン

スのとれた生活に努め

る。 

・部活動の休養日（平日１

日、土日のうちどちらか１

日）の設定と実施を行う。同

僚と相談しやすい職場環境

の構築を目指す。 

・部活動の休養日の設定および実

施はできていた。徐々に同僚と相

談することができてきている。 

・一斉退校日の呼びかけを継続

する。仕事に限らず話しやすい

職場環境をつくるために、教

頭・課長・主任による日頃の声

かけを意識していきたい。 

(6)節電やごみ分別等環境

問題について生徒の意

識を一層高める。 

・SDGs の理念に結び付けた

活動に取り組む。 

・ゴミの分別については良好であっ

た。 

節電に関しては課題があった。 

 

 

学校関係者評価 

を踏まえた改善点 

・持続可能な社会づくりや多様性の理解、地球市民としての生き方を知る機会の提供するために生徒の探究活動支援や講演会開催 

・STEAM教育等の教科横断型学習や文理融合型学習を推進するための校内体制及び進学校としての組織的な進路指導導体制の構築 

・ICT 機器活用による生徒の主体的な学習への取組推進や新教育課程の着実な実施のための指導力向上のための研修 

・アフターコロナでの生徒の社会体験、ボランティア活動及びＰＴＡ活動の在り方の再構築 

 

 


